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理学療法部における各専門領域 の臨床 ・教育 ・研究活動

建内 宏重,大 畑 光司,玉 木 彰,市 橋 則明

は じ め に

医学部保健学科教員の多 くは,大 学での学生教育お

よび各々の専門領域における研究活動 とともに,医 学

部附属病院での臨床業務を実施 している。

今回の報告では,各 専門領域における保健学科教員

と附属病院理学療法部ス タッフとの取 り組みの現状 に

ついて報告するとともに,今 後の展望について も言及

したい。

理学療法部における対象疾患

平成18年4月 に施行 された診療報酬改定によりこれ

までの体系が見直 され,新 たに脳血管疾患,運 動器,

呼吸器,心 大血管の4つ の疾患別体系 となった。現

在,京 大病院理学療法部では,脳 血管疾患,運 動器,

呼吸器 については基準1で 実施 している。改訂以降,

本年4月 から9月 までの理学療法部における対象疾患

の割合 を図1に 示す。脳血管疾患等 リハビリテーショ

ン対象患者には外科手術後などの廃用症候群 も含 まれ

るため,運 動器疾患患者の占める割合が最 も高 くなっ

ていると考えられる。

理学療法部における各専門領域の現状

1)整 形外科 ・スポーツ理学療法(担 当=市 橋,建

内)

運動器疾患における対象疾患 としては,変 形性股関

節症,変 形性膝関節症,肩 関節周 囲炎,関 節 リウマ

チ,骨 腫瘍などが多い。また,附 属病院整形外科では

スポーツ外来 を行ってお り,前 十字靱帯損傷や投球に
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図1疾 患別 理学療法実施単位数の割合
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よる肩関節障害などのスポーッ障害に対 して も積極的

に関わっている。

勉強会 を週1回 実施 し,保 健学科教員 と理学療法部

スタッフに加え他施設か らも多 くのセラピス トが参加

している。内容は,理 学療法に関する文献抄読,保 健

学科教員 による講義,整 形外科医師による画像診断の

講義などを行い,臨 床での疑問や最新の情報について

ディスカッションを行 う場 となっている。

2)中 枢理学療法(担 当=大 畑)

対象疾患 としては,脳 梗塞,脳 出血,脳 腫瘍,パ ー

キンソン病,く も膜下出血,脊 髄小脳変性症などが多

い。また,外 来では脳性麻痺や精神運動発達遅滞など

の小児 リハ ビリテーションも多数実施されている。

中枢 グループでは月1回,症 例を提示 して臨床の場

で保健学科教員 と理学療法部スタッフがディスカッ

ションを行い,評 価 ・治療技術の研鐙や治療方針の修

正 を行 っている。

s)呼 吸理学療法(担 当:玉 木)

呼吸理学療法では,肺 癌や食道癌の術前後,慢 性閉

塞性肺疾患,間 質性肺炎,肺 移植前後,肝 臓移植後,

肺結核後遺症および,心 臓外科におけるハイリスク患

者の術前 ・術後などを対象 としている。

勉強会は2週 に1回 の頻度で開催 している。保健学

科教員,理 学療法部ス タッフお よび他施設のセラピス

トが参加 し,症 例検討や呼吸理学療法にとって必要な

知識 ・技術の講義 呼吸器内科医師による講義などを

行 ってお り,臨 床場面においても随時ディスカッショ

表1各 専 門領域 にお ける研 究テ ーマ

整 形 外 科 ・ス
ポーツ理学療法

・筋力 トレーニ ング方法の筋電図学的解

析
・超音波画像解析 による筋の形態学的解

析
・トレーニング効果 に関す る研 究
・ラグビー選手の体力測定 と傷害予防 に

関す る研究

中枢理学療法

・小児 中枢疾患 にお けるバ イオメ カニ ク

ス的研究
・成人 中枢疾患 にお ける歩行 に対す る装

具 による影響'雛 簾鑑謹罐d躍 鶴
用

呼吸器理学療法

・運動一呼吸 リズ ム同調現象の分析 と運

動療法への応用
・慢性 閉塞性肺疾患 に対す る呼吸 リハ ビ

リテーシ ョンプログラムの開発 とアウ
トカムに関す る研究

・肺移植患者の運動機能 とQOLに 関す

る研究
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ンを行いなが ら治療をすすめている。

なお,そ れぞれの専門領域では,保 健学科教員と理

学療法部スタッフが協力 して,臨 床に根ざした様々な

研究 を推進 している(表1)。

今 後 の 展 望

附属病院では,平 成18年 度 より卒後研修プログラム

の一環 としてメディカルス タッフ研修を院外向けに開

始 した。 リハ ビリテーション部においては前述の各専

門領域 に準 じて,骨 関節疾患,小 児疾患,呼 吸器疾患

のそれぞれに対する理学療法基礎研修コースを開催 し

ている。各 コースとも保健学科教員の指導の もと実際

の患者 を通 して研修が行われている。

また,保 健学科では平成19年 度 より大学院 「人間健

康科学系専攻」修士課程の開始を予定 している。大学

院設置の理念に基づいて臨床能力を重視 した臨床大学

院を目標 に準備が進められてお り,研 究者の育成とと

もに高度専門職医療人および教育者の育成が望まれ

る。そのような現状を考慮すると,現 行の保健学科教

員 と理学療法部スタッフとの協力体制をさらに強化

し,理 学療法における臨床 ・教育 ・研究の新たな形を

提案 していく必要があると考える。
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